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刊行にあたって

米沢市は、平成13年に上杉氏入部400年・上杉鳫山公生誕250年という節目の年を迎え

ます。この記念すべき年に合わせて、当年秋には新博物館を開館する予定です。

平成10年度の米沢市立上杉博物館は、通常の博物館業務の他にこの新博物館の準備業

務も加わり大変忙しい一年でありましたが、そのような中においても5件の館蔵品展を

開催することができました。これも、館の運営をお願いしております(財)米沢上杉文化振

興財団の御尽力によるものと厚く御礼申し上げます。

現在は新博物館開館に向けた準備に専念するため、平成11年春の館蔵品展を最後に体

館いたしております。地域の方々を始め、多くの人に訪れていただける博物館を目指し

準備を進めていきたいと思っておりますので、今後ともなお一層の御協力、御指導を賜

りますようお願い申し上げます。

平成12年3月

米沢市教育委員会

教育長佐藤政一
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館の概要

目的と沿革

米沢市立上杉博物館は、その前身として米沢郷土館米沢市立郷土博

物館市立米沢博物館があった。これらは南置賜郡役所や市立図書館に

併設されていたが、昭和42年市民の教溌の向上と学芸および文化の発

展を図るため、博物館施設として現在の位置に独立した館が建てられ、

名称も米沢市立上杉博物館となって、そのあゆみを始めた。

当館では、価値ある資料を収集保存し調査研究に基づく展示を行い、

教育的配慮のもとに一般の利用に供すること、人々の教養・調査研究・

レクリエーション等に資するために必要な駆業を行うこと、資料に関す

る調査研究を行うことを目的としている。

元南世賜郡役所に米沢郷土館設置。

市政50周年記念として米沢市に移管され、市立図書館に併設。

博物館相当施設として登録、市立米沢郷土館と称す。

市立米沢図瞥館に移転（旧市立米沢図書館)。

博物館法による設世条例制定、市立米沢博物館と改称。

丸の内一丁目4番13号に、市立米沢博物館新館完成。

博物館法による設置条例制定、米沢市立上杉博物館と改称。

博物館施設として登録。

昭和5年10月

昭和13年4月

昭和27年9月

昭和30年9月

昭和37年7月

昭和41年11月

昭和42年4月

昭和42年6月
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佐藤美保子氏来館

遠藤綺一郎氏来館

会津八--記念館近藤学芸員来館

図書館書庫閲覧（遠藤・高橋）

借用資料返却（直江兼続関係図書）のため河野

由一氏へ

新博物館展示部会（於市役所角屋・遠藤）

上杉家文書撮影（メモリー舎）

横山きい氏宅へ（遠藤） （午後）

新博物館打合せ（椿阪角屋・遠藤）

電話不調のためNTr来館

メモリー舎来館

新博物館展示部会（於博物館企画鯛整課佐

藤氏椿阪角屋遠藤・乃村工蘂社稲垣

氏熊谷氏・西野氏・吉田氏）

コピー機の紙送り装置修理（ゼロックス）

相田教育長来館

公用車納車

上杉家文書県の検盃

新博物館展示打合せ（於博物館椿阪・角屋・

遠藤）

絵画修復下見のため影山賢次氏来館（鳥海山・

大平渓谷）

佐藤防災消火器点検のため来館

博物館レポ－1､作成のため山田氏来館

第17回大名道具収蔵館集会（於徳川美術館角

屋遠藤）

相田教育長来館

第17回大名道具収蔵館集会（於徳川美術館角

屋遠藤）

新博物館展示打合せ（於博物館市史編纂室

青木氏椿阪・角屋遠藤）

新博物館展示部会（於博物館市史編纂室背

木氏・椿阪角屋遠藤・乃村工蕊社）

米沢日報社成澤氏来館

国の監査

観光関連施設従事者研修会

洛中洛外図勉強会打合せ（高橋敬一氏角屋）

横山きい氏来館

福島市民大学講師派遣（角屋）

ゼロックス点検

新博物館展示打合せ（於博物館市史編纂室

青木氏・椿阪・角屋・遠藤）

南部小学校俣川塵太郎氏来館

上杉家文書撮影（メモリー舎）

新博物館展示打合せ（於博物館市史編纂室

青木氏・椿阪・角屋・遠涛）

関東濤業隣来館

乃村工藝社来館

NTT電話修理

オブィスアルカディア関係者来館

パソコン納入

新博物館展示打合せ（於博物館市史編纂壷

青木氏『椿阪・角屋遠藤）

新博物館展示打合せ（於博物館市史編纂室

青木氏・企画調整課・佐藤氏椿阪角膝・遼

藤乃村工蕊社）

メモリー舎来館

新博物館展示打合せ（於|蝋物館市史細幕室

青木氏・椿阪）

洛中洛外図勉強会打合せ（高橘敬一氏・角睦）
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平成10年度博物館日誌

辞令交付式

コピー機修理（紙にしわが入るため）

相田教育長・佐藤教育次畏・小杉文化課長椿

阪主幹あいきつのため来館

コピー機修理

展示ケース撤去（コバリ）

本棚等移勤（草刈氏より依頚。伊礁氏〈田沢>手

伝い）

キャビネ(B5版5段) ･ l, ､すを市より移管

本22冊、舟山前文化諜畏より寄附

保管庫より縦笥移動

佐藤防災点検（午後） （消火器3本期限切れ、階

段上煙感知機故I職）

国立歴史民俗|卿物館渦淺隙氏来館

平成9年庇1脚入資料「絵imiダイアリー」 （後藤

克芳氏）寄Ⅲ1資料狼裕釧宮島大八師生記念

碑（レプリカ）受入

謄写本打合せのため㈱ケムシーブk井氏来館

直江兼統関係資料展示依斌のため水無瀬正一氏

来館

新|#物館打合せ(於教育委貝会嶋貫3蛎局長

角雄遮朧）

館内消帰(ABM)

館内ワックスがけ(ABM) (午後）

長|冊正氏来館

古銭11llll･沖旧良夫氏持参(ll |預かり）

収蔵庫視察（小杉栫阪）

一時預かり品の返却（渡部守雄氏） （午後）

沖田良夫氏来館（午後）

新潟県社会文化施股建股室市村梢貴氏来館

絵画を蔵へ移助（午後）

館蔵品展準伽

山形県立博物館佐々木洋二氏・安礁徹氏池

田正明氏来館

栗林金郎氏、漉江兼続像持参

水無瀬正一氏、漉江蕪続側係図書持参

河野由一氏、直江兼統関係図書持参

館蔵品展準備

石塚忠夫氏来館

コピー機修理（原稿送り機) (III形ゼロックス

㈱金子消美氏）

館蔵品展オープン（～55）

沖田良夫氏、渡部守雄氏来館（借用費料返却）

栗林金郎氏、水無瀬正一氏（直fi:会リーフレッ

ト持参〉

小関薫氏''製風23号寄Iw

米沢新聞社樋1 1良蹴紀背取材

NHKITI中記者取材

労研川島満明氏来航

高森務氏、鴇;"(II1l:江|川係）排参

l l1形県文化振興III鍛半III旭子氏来館

山形新洲社]k材

上杉隆治氏ij"'M1､、 {;il職氏英脆氏来館

新仰物館展示打合せく於|#物伽榊阪・角屋・

遠藤）

相ⅡI教行低来航
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山形美術館加藤千明学芸員来館

侵机・キャビネット搬入

相田教育長来館

石塚忠夫氏来館

助役・教育長打合せ〈嶋貫）

｢新米沢人セミナー」（於'1:'央公民館角屋）

上杉虎雄氏へ（生熊）

コピー機紙送り部分修理

新博物館展示部会（於博物館企画調整課鈴

木氏市史編纂室青木氏椿阪・藏橋）

コピー機部品交換

全国博物館長会議（於東京大学識堂嶋貫）

新博物館展示部会（於庁議室角屋遠藤）

ワープロ点械（リコーテクノネット㈱）

相田吉助氏来館

市史編纂室青木氏来館

資料収集方針策定委員会(於上杉城史苑角屋

遠藤）

京都国立博物館学芸課長湯山賢一氏・文化庁

主任文化財澗査官大島暁雄氏来館

ノンブイクシヨン作家鈴木由紀子氏取材

新博物館展示部会（於市役所角屋・遠藤）

文化課打合せ（於博物館小杉渡部・商橋

角屋・遠藤）

市史編纂室青木氏・椿阪来館

リーダープリンター点検（ケムシー）

パソコン接続（高橋）

山形県立博物館渡辺信学芸員資料借用のため

来館

蔵へ（角屋〃高梨）

机いす各2つ搬入

岡寸席史民俗仰物館湯淺隆氏来館

上越教育大学川村知行氏来館

町田企画調整課長・小杉・高橋来館

文化財虫害研究所山野勝次氏来館

保管庫・蔵昆虫室、螺蒸開始

煙蒸2日目

教育委員会打合せ（||烏貫）

燃蒸3日目

エーヴアムテクノロジー来館

打合せ（小杉高橋角屋遠膿）

煙蒸最終日

早稲田システム開発

新博物館展示部会（於市役所角屋・遠藤〉

細哩物館打合せ(於博物館町田企画調整課長

角屋遠藤）

新博物館展示部会（於市役所角屋遠藤〉

長岡正氏来館

図書館打合せ（遠藤）

上杉城史苑松岬公園案内（角屋）

消水澄氏来館

新博物館展示部会（於椰物館角屋遠藤）

キムラ社長木村勝氏来館

東京第一ホテル米沢遠藤氏来館

長岡正氏来館

理事長寄託打合せ

昆虫展打合せ

山形美術館視察（嶋貫〉

カラーコピー機寄贈のため木村氏武藤氏来館

米沢新聞社取材

新博物館勉強会国京雁史民俗･博物館湯淺隆

氏来市（於市役所角屋・遠藤）

731 図書館打合せ（遠藤）

古美術「はせくや」長谷部純一氏来館

8．3館蔵銃刀確認のため長岡正氏来館

新博物館管理運営体制打合せ（於教育委員会

嶋貫・角屋遠藤生熊）

84博物館から永幡氏宅へ昆虫移動（個人所蔵分）

ケムシーキャノン来館

8．5 キヤノン来館

新博物館企画展打合せ(於文化庁他遠藤)(～6日）

資料訓迩（於埼玉新潟角屋） （～6日）

8．6長岡正氏来館

電気交換

8．7束京国立沖物館普及室長村野隆男氏来館

新博物館展示部会〈於|尊物館角屋遠藤）

電気交換

8．8館蔵品展Ⅱオープン（～8/16)

刀剣手入れ作業のため長間正氏来館

米澤新聞社田口氏取材

上杉虎雄氏来館

8 11 山形県文化振興課高橋啓二氏来館

新博物館展示部会打合せ(於博物館角屋遠藤）

管理運営内部打合せ

山形県立博物館主幹佐々木洋二氏来館

長岡正氏来館

館内消掃(ABM)

8 12山形美術館出張（嶋貫）

「かてもの版木｣調査のため山形県立博物館佐々

木洋二氏来館

817新博物館打合せ（於博物館角屋・遠藤・乃村

工蕊社吉田氏・越氏）

818 2階網戸工事（コバリ）

新博物館展示打合せ（於博物館角屋遠藤

乃村工藝社吉田氏・越氏）

新博物館展示打合せ（於市役所角屋遠藤）

8．19相田教育長小杉来館

長岡正氏来館

2階網戸採寸のため来館（コバリ〉

820洛中洛外図屏風認盃（文化庁訓盗官鬼原俊枝

氏小杉椿阪・山本）

網戸取り付け作業（。バリ）

821刀剣手入れ作業のため長岡正氏来館

824行屋について文化課との打合せ（於博物館山

本・角屋・猫藤）

細専物館勉強会（於市役所301角屋迩藤）

長岡正氏来館

8．25教育委員会打合せ(I1鳴貫生熊）

上杉家文書写真撮影（メモリー舎）

小口亘氏来館

826新|尊物館展示部会（於市役所角屋遠藤）

展示室電気交換（遠藤電機）

827刀剣手入れ作業のため長岡正氏来館

昆虫取材（読売新聞社）

828第2回資料収集策定委員会（於T||了役所角屋

遠藤）

定期点検（ムサシ）

取材のため商工会議所早見柴田デザイナー

来館

831新博物館業務分担打合せ(於市役所角屋遠藤）

長岡正氏来館

9．1 町EB企而調整課長来館
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脾山大学解説（角屋）

似物館実習A班(板垣木村熊谷)開始(--9／4）

米沢女子短期大学助教授薗部寿樹氏、実習

挨拶のため来館

山形県立博物館遠農正叔学芸員来箆

鈴木仁氏来館

刀剣手入れのため長岡正氏来館

大壊巧蕊社並木社長・田邨氏来館

洲螂物館展示打合せ（於博物館角屋・遠藤・

乃村工漢社）

NTT回線工事

米沢信月1金庫来館

上杉家文書（鵬山公官物）写真撮影（米沢地域

フォ･－ラム）

図譜鮪との打合せ（於教育委員室遠藤）

1細|ド狂のため持ち出し、返却（山本）

山形県立1小物館資料返却

市樅会識員佐藤茂氏来館

館内消掃(ABM)

新潟市市民文化会館整術課視察（嶋貫・生熊）

新潟県立文書館小野民裕氏来館

新1#物館展示打合せ（於博物館企画調整課

佐雌氏角屋・遠藤・乃村工萎社）

キヤノン志田氏来館

平山孫兵衛氏来館

刀剣手入れ作業のため長岡正氏来舘

|’物館実習B班(石倉･安部藤原)開始(～9/15)

館蔵品展Ⅲオープン（～9／27）

石塚忠夫氏来館

長岡正氏来館

新仰物館設附関係打合せ(於市役所角屋･遠藤）

洛中洛外図勉強会打合せのため高橋敬一氏来館

(川屋）

中央公民館新女性セミナー講師（角屋）

刀剣指螺のため長岡正氏来館

|#物館実習C班（浦浜佐鵬山本） （～9／22）

西部公民館解説（||協凹）

渋谷氏来館

｢山形の文化財」細集のため安彦氏（山形県

文化財保謹協会） ・松永氏・高橋氏（藤庄印刷）

来館

職へ（角屋・高梨，博物館実習生）

博物館協議会視察

細井平洲取材のため画家橋本豊治氏来館

川西町フレンドリープラザ「黒澤梧郎ふるざと

回顧展」へ（嶋貫）

鍬綱勿館建物部分打合せ(於市役所角屋遠藤）

新博物館傭報部会（於教育委員室遠蕊）

受託邪業見直しについて文化謀との打合せ（於

似物館鶴貫・角屋・遠藤生熊）

館蔵品展Ⅲ最終日

南陽商校遠藤こずえきん、学芸員について取材

のため来館

行屋WM森打合せ（山本）

NEC来鮒

展示撤去

今泉氏来館

他鵬教脊次畏来館

ナショナル来館

新|加勿館梢報部会（於市役所遠藤）

新博物雌設怖打合せ（於市役所角屋・遠藤）

ケムシー永井氏来館

打合せのため企画調整課佐藤氏来館

洛中洛外図屏風（複製）貸出のため、千葉中央

博物館木村修氏、川尻秋夫氏来館、山本立会い

刀剣手入れ後期受講開始のため長岡正氏来館

(小杉嶋貫）

刀剣手入れ2日目長岡正氏来館

股側打合せ（椿阪・遠蕊）

資料収染委員会（高橋・遠藤）

蔵消掃（角屋佐藤〈道〉高梨・佐藤く優>）

佐藤防災点枚

乃村工機社2名来館

企imi澗雛脚鈴木氏来館

資料,収染方針紫定委員会（角屋・遠藤）

コピー点検（ゼロックス）

今泉氏来航

矢尾板操氏、資料調査依頼のため来館

新博物館展示部会（於市役所角屋遠藤）

焚岡正氏来館

佐藤教育次長来館

館内清掃(ABM)

資料作成打合せ（嶋貫・角屋遠藤・生熊）

上杉虎雄氏来館

町田企画綱藍課長来館

刀剣手入れ作業3日目長岡正氏

平成11年度予算打合せ（於博物館）

フォーラム「爵信・景勝と春日城」（於上越教

育大学角屋）

予算打合せ（商橘）

刀剣修理打合せのため長岡正氏大嶋萬平氏来館

館職品展Ⅳオープン（オープンセレモニー小

杉） （～11/3)

展示室祗機設備確認（吉田建設）

（見積り） スズデン

l ll形新|1MI社】IM材

東京国立|小物帥普及室長村野隆男氏来館

庄司氏（川島印刷）永井氏（ケムシー）来館

NCVIII材・

新仰物館展示部会（於市役所角屋・遠藤）

システムイン米沢山田氏来館

早稲川システム収蔵品管理システムデモンス

1,レーション（椿阪・商橋）

矢尾板家打合せ（嶋貫・角屋）

洛中洛外図写真版､ホクヨウヘ貸出(市立病院）

ワープロ打合せ（アイカワ）

大崎蘭平氏宅へ（嶋貫）

取材（米榔新聞社･NHK)

羽I贈印刷へ（角屋・遠薦）

市立病院､洛中洛外図写真版返却(山本立会い）

鈴木五郎氏来館

川野氏来館

文化郷との予算打合せ（於博物館小杉･渡部）

栗林宅へ（小杉嶋貫・遠藤）

世|立膝史民俗|#物館湯淺隆氏来館

カラーコピー点検

新|#物館･liY報部会（於教育委員室遠藤）

啓明牧育研究会郡務長白石和人氏㈱しんき

ん企im代表取締役金田祐作氏来館

京郁伽磁器卸協同組合理罰醍熊谷隆一郎氏来館

災|Ⅲ正氏来館

文化柳へ予算提出
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新仲物館潴室打合せ（於市役所角屋）

塩川勝彦氏来館

伊東忠大の件で矢作英雄氏来館

水無瀬正一氏来館

刀剣撤去のため長岡正氏来館

大鶴醐平氏来館

館内消掃(ABM)

大焔繭平氏来館

福田氏来館

公用車6ケ月点検

山形県立抑物館へ燃蒸のため資料搬出

実施股計打合せ（於博物館乃村工蕊社）

東京大学山田邦明氏来館

矢尾板操氏来館

名古屋城天守|#l学芸員奥出賢治氏来館

新椰物館展示韮本股計報告（於置賜総合文化セ

ンター |IM1賀生熊‘佐藤<優>)

早1|紺Iシステム開発来館

新仰|”'掘示部会（於教育委員室角屋）

千梨01 '央･|叩物館より洛中洛外図屏風(複製)返却

ワックスがけ(ABM)

石塚忠夫氏来館

カラーコピー点検（キヤノン）

捜岡正氏来館

早稲田システム来館

文化謀佐聴裕子博物館勤務（～2月末まで）

文沓を取りに職へ（角屋．高梨．佐藤<裕>）

山形県立博物館へ資料受け取り （角屋．山本）

平成13年庇将別展打合わせ（於文化課角屋）

寄託品刀剣河内守国助、研ぎ完了、納品（大

嶋茂平氏）

上杉家文書マイクロ擬影

謝邸物館展示打合せ（於市役所角屋・遠藤）

上杉家文寄マイクロ撮影

情報打合せ（於博物館遠藤）

新博物館展示打合せ（企画調整課佐藤氏・

商摘・角屋乃村工蕊社）

文化会館よりストーブ3台借用

ストーブ、文化会館へ返却

榊貞蜥汕絵修復状況視察・確認（於宮城県黒

川郡富谷町遠藤･ ilWW)

業務打合せ〈於文化課｜|陶貫．角屋）

Nﾄ1Kとの打合せ（於教育委員室角屋．遠藤）

香坂昌志氏寄詑WI返却（刀」芝船祐定一板脇

xWI･賀守金逝一板) (ll.1本立会い）

1l 1形大学墹祥教授枇山I1H男氏展示打合せ（於

IKill》総合文化センター 11Ij橘角屋）

長岡正氏来館

大蝋湖平氏来館

股伽打合せ（於i胤賜総合文化センター角屋）

展示資料澗狂（於図沓館角屋．佐藤<裕>）

展示室中央電気交換〈遠藤電機）

新仰物館展示部会（於世賜総合文化センター

角屋）

小林氏来館

銅#物館展示溌料澗盗（於白布温泉椿阪．渡

部、角屋）

小林氏ふるうち氏来館

鈴木仁氏来館

刀剣手入れ（鵡貫）

新艸物館展示部会（於置賜総合文化センター

角屋・遠藤）

御用納め

御用始め

新博物館情報部会(於|*物館栫阪･間橋･遠藤

乃村工蕊社）

111,岸才一氏来館

鈴木仁氏来館

遠藷綺一郎氏・佐藤美保子氏貴料鯛査のため来

館（～3月）

上杉虎雄氏来館

米沢信用金庫丸山氏来館

展示ケース打合せ(於仰物館栫阪･商橋花田）

資料調査（遠藤氏佐瀧氏）

山岸才一氏来館

小貫幸太郎氏来館

早稲田システム来館

今泉氏来館

資料澗査（遠雌氏）

新博物館全体会識（於教苛委貝韮刈屋遠藤）

新博物館設伽・盗料収染打合せ（於教育委員室

角屋遠瀧）

資料調査（遠藤氏佐聯氏）

米沢日報社来館

館内清掃(ABM)

新博物館展示打合せ（於山形市横山昭男氏宅

高橋、角屋・乃村工謹社吉田氏）

東北パイオニア来館

織機取材のため徳町鈴木氏宅へ（角屋）

資料調壷（遠薩氏佐藤氏）

雪降ろし作業（太田建股6名）

資料鯛査（佐聴氏）

岡山城貸出資料打合せ（於博物鯨大乗寺氏・

宮坂氏・角屋）

設備内部打合せ（於市役所花田）

山形大学人絹取材（於文化課角屋）

資料調壷（遠藤氏・佐藤氏）

ケムシー来館

｢上杉文化と膳山」について榊概（於東北パイ

オニア角屋）

新博物館展示榊成打合せ（於東京国立博物館

角屋）

新博物館展示資料訓在（於小批氏宅花m)

三上氏来館

蔵へ（永ll'ii)

新博物館分科会（於悩11iM総合文化センター角

屋）

新|#物館設術打合せ（於庁朧塗花ul)

資料調査（遠礁氏・伽鵬氏）

仙台市|#物館へ出張（角屋遮職）

山形県醤察菅井傭男氏､銃刀砲澗在のため来館

能関係資料打合せ（於牧青委員会角屋）

資料調査（佐朧氏）

締唯物館展示打合せ（於庁鱗篭角屋）

資料貸出打合せ(岡山城上杉神社･宮坂考古館

小杉，角屋）

資料調壷（遠藤氏・佐藤氏）

新博物館憎報部会（企画洲盤課佐瀧氏椿阪

高橋・遠藤）

｢妙義山.1貸出(山本立会いカトーレツク搬出）

岡山城（南氏・川島氏）打合せ

リーダープリンター修理（ムサシ）
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虎屋商期渥美他治氏来館

資料M1f(遠藤氏・佐鵬氏）

資料刷盗（遠藤氏・佐騰氏）

早稲田システム来館（午前）

新博物館仙報打合せ（於世賜総合文化センター

花田）

米沢女子知川大学へ（ﾘ腿）

新|＃物館打合せ（角履 1116柵・乃村工蕊社吉

ⅡI氏）

街料剛壷（佐藤氏）

文化沸長と打合せ（岫貰）

館蔵品展写真撮影（メモリー舎）

上杉虎雄氏来館

文化課長と打合せ(I'‘賀）

収蔵叩打合せ（於博物館企画調整課・椿阪

測櫛・花田･ l測岡股計）

資料鯛壷（遠藤氏・佐聴氏）

新博物館映像打合せ（於博物館高橋・角屋・

乃村工蕊社）

アルバイト打合せ（四井）

資料酬壷（遠藤氏）

胤批工務店、打合せのため来館

館蔵品展Vオープン（～2 1$1)

上杉虎雄氏今泉氏来館

館内消掃(ABM)

コピー機点検（ゼロックス）

悩賜農業商等学校において職fi (角屋）

資料W$在（遮藤氏・伽伽氏）

新|#物伽腱示柵成打合せ（於南賜市武田正氏宅

間摘角屋）

朝日新州社(川谷氏)・胱光新聞社(武田氏）取材

柵岡市美術館打合せ（花田‘生熊）

資料澗壷（遠藤氏・佐縢氏）

木村塊一氏来館

県警本部菅|:個男氏来il'(

柵I柵市美術館打合せ（花ﾛI ･生熊）

新iW物館全体会縦（於IM賜総合文化センター

卿屋）

資料鬮壷（遠醗氏）

秘書広報課・姉妹都市の方(12名)来館（解説

卿屋）

館蔵品展V競終日

収澱品データベース打合せ（於博物館乃村工

溌社・花田）

県警菅井氏・伊藤智秋氏来館

平成ll年度予算打合せ（於博物館渡部･商橋）

資料潤壷（遠瀧氏・佐聴氏）

西部公民館あすなる会において講渡（角屋）

新仰物館展示打合せ（於市史縮さん室角屋〉

遮)僻宏三氏来館

輔二学芸室エアコン修理

洛中洛外図原本測査（半田九消堂･山本立会し､）

文化庁文化財閥在官鬼脈俊技氏来館

資料刷交（佐藤氏）

jfIM1正氏来館（午彼）

來河f【:五郎氏宅資料澗猫（ﾉﾘ朧）

溌料MMf(遮聴氏・佐臘氏）

データのデジタル化について図書館との打合せ

(於股鵬総合文化センター花田）

長岡正氏来館

カラーコピー機点検

古川氏宅資料洲在（角屋）

文化財‘悩報システムフ覇1．－ラム研修会（於東京

倒立博物館花田）

資料澗査（遠藤氏佐藤氏）

新榔物館展示椴成打合せ（於撒賜総合文化セン

ター山形女子短期大学敬授武田正氏･間橘．

、雌）

京都国立|叩物il'I i,ﾙ|LI慨一・氏肋間（角屋）

費料柵査（佐聴氏〉

資料洲盗（高津古文化会航・戦陣武具資料館）

淡料削査（遠藤氏．佐磯氏）

成鳥焼調査のため、彦根城博物館学芸員谷口

倣氏農村文化研究所理耶促鈴木仁氏来館

畏岡正氏来館

鹿児島市維新ふるさと館．鹿児島県立脚物館視

察（角屋）

資料調査（遠藤氏・佐藤氏）

商鍋町歴史慧合資料館資料鯛壷（角屋）

蔵へ（佐藤〈道＞・高梨）

岡山城へ資料貸出し（山本角屋）

資料鯛査（佐藤氏）

資料澗在（遺藤氏・佐礁氏）

棚田教育畏と打合せ（崎貨）

渡辺守雄氏来館

長岡正氏来館

山岸才一氏来館

岡山城春季特別展展示指騨（～13日） （角屋）

資料澗在（遠礁氏．佐鵬氏）

NECI｣1m氏打合せ

上杉虎雄氏来館

南部小学校より武者絵を搬入

小胡弥左衛門氏よI)資料{lf用（角屋）

仏画棚狂（群馬県立女子大学麻木修平教授

角屋）

資料柵在（佐朧氏）

仏画洲在（群馬県立女子大学麻木修平教授）

資料調査（佐藤氏）

武者絵調壷（椿阪）

小鯛弥左衛円氏所蔵仏画「十二天」返却

資料閥査（遠藤氏．佐鰯氏）

武者絵調壷（椿阪）

武者絵調査（椿阪）

武者絵鯛査（椿阪）

資料綱盗（遠藤氏．佐隙氏）

長岡正氏来館

ケムシー打合せ

彦根城博物館谷口倣氏成島焼写真撮影

農村文化研究所鈴木仁氏来鮪

カラーコピー機点検

米沢信用金庫本店来館

資料鯛査（遠藤氏・佐聴氏）

太刀号姫鶴一文字写其搬影（メモリー舎）

武者絵写真搬影（椿阪）

資料測壷（佐藤氏）

遊業文敬常任委員便挨拶

資料W1狂（逮鵬氏･佐雌氏）

催IMl正氏来館

遮服宏三氏来館

渡辺守雄氏来館

1 .28
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平成10年度事業

1．展示

館蔵
ロ
叩 展I

館蔵の顕著な資料や、米沢を代表する人
会期 平成10年4月25日(土)～5月5日（火）

111JIM(開館日数10日間）

米沢市立上杉博物館

財団法人米沢上杉文化振興財団

一般 100円（80円）

学生 60円（45円）

小中生 40円（30円）

※（ ）内は20名以上の団体割引料金

物に関する資料で展示を構成した。

主催

主管

入館料

直江兼続が米沢入りして400年という記

念の年であったので、米沢直江会の要諮と

協力により、展示の一部を直江兼続のコー

ナーとした。

関連印刷物：

ポスター

配布資料(B5版「よれざわの歩み｣）

以上、外部注文なし輝ゞ ‐-～ 、 ；
雀ノ 』ぜ

特別展示：

紙本金地著色洛':|訓洛外図（原本） （国宝）

ー

砿
師
側
伽
伽
出
正
■
４
１
１
１
４

更開イ氷令、

篝篭
間育慰

ミーソ ー
ユ

’

一 一玉、
日

蔦 一患←

早

二十韮曾言

6

夢路
展示場所：展示室

・
・

一
唾
式
一

九
時
薙
側

８
４
川
恥
１
１

『

資料の借用：

米沢善本「直江版文選」

（市立米沢図書館）

直江兼続関係図書（米沢直江会）
民
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展示資料目録

紙本金地著色洛中洛外図（原本） （国宝）

上杉家文書（重要文化財）

（寛政元年三月廿五日）上杉治憲書状

慶長戴拾年正月塑日直江重光驚自筆五楽願書戒徳ｷlll徳殿御宝前充

太刀銘一（号姫鶴一文字） （重要文化財）

太刀銘長船長光文永十一年十月廿五日（重要美術品）

鉄錨色塗腰紺色糸威二枚胴具足

直江兼続肖像画

直江兼続関係図書

米沢善本「直江版文撰」

上杉臘山肖像画

情熱（細井平洲像）

細井平洲肖像画

七家騒動の図（狩野文信筆）

隠退の図（狩野文信筆）

敬|肺郊迎の図（狩野文信筆） 直江兼続関係区直江兼続関係図書展示風景

直江兼続関係図書一覧

著 者 ｜発行年資 料 名 発 行

浪漫街道

浪漫街道part.m

直江兼続

北の王国上

北の王国下

密謀

米沢の大恩人直江兼続公

米沢の大恩人直江兼続公

（紙しぱい）

直江兼続のすべて

一夢庵風流記

直江山城守兼続公

花の慶次

山形放送米沢支制

山形放送米沢支制

PHP研究所

学陽書房

学陽書房

毎日新聞社

米沢直江会

米沢直江会

村
門
門
沢
村
村

晃
二
二
平
作
作

中
童
童
藤
上
上

冬
冬
周
良
良

1996

1996

1997

1988詮ぱなし

絵ぱなし

花ケ岡盛明

隆 慶一郎

今泉亭吉

原作隆慶一郎

作画原哲夫

新人物往来社

読売新聞社

林泉寺

集英社

艶
胡
別
卯

９
９
９
９

１
１
１
１

米沢直江会龍師火帝

米沢の町人まち 小I!f % 1987

8



館蔵品展Ⅱ

－館蔵日本画に見る夏の風景一

館蔵資料の臆|:Iから、江戸時代後期から明

会期；平成10年8月8日(土)～8月161=I ( I=I)

9日間(開館日数8日間）

主催；米沢市立上杉博物館

主管：財団法人米沢上杉文化振興財団

入館料：一般 100円(80円）

学生 60円（45円）

小中生 40円(30円）

※（ ）内は20名以上の団体割引料金

治期に描かれたlﾖ本画、特に、米沢とゆか

りの深い絵師による作品を展示した。

｢夏の風景」をテーマに捉え、それぞれ

を鑑賞していただき、来館者にしばし涼や

かさを感じていただくことを目的とした。

関連印刷物:

ポスター

展示資料図録(A4版2つ折）

以上、外部注文なし

特別展示：

紙本金地著色洛中洛外図（複製）

展示場所：展示室

D
J



展示資料目録

材質
(技法支持体）

作品名 作者名 製作年代 員数 サイズ

本粉く

図
図
図
図

雁
図
書
水
水
人

図
図
過
花
図
読
山
山
帖
美
図

鳥
顔
明
木
龍
光
絲
総
図
扇
下
水

花
朝
月
草
花
螢
浅
浅
蓮
名
柳
山

息盧（上杉勝資）

息盧（上杉勝賢）

濱崎木麟

目賀多信済

息盧（上杉勝賢）

今府直峰

菅原白龍

細井平洲

澤口静山

下條桂谷

間潮桜田熊洞

春木南漠

明治19(1886)初夏

明治23(1890)

明治30(1897)6月

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

明治22(1899)1月

不 明

丁己未夏

明治7(1874)7月

紙
紙
幅
巻
幅
幅
幅
幅
幅
冊
幅
幅

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

色
色
彩
色
色
彩
彩
彩
彩
色
色
彩

着
着
淡
着
着
淡
淡
淡
淡
着
着
淡

本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本

紙
紙
絹
紙
紙
紙
紙
絹
紙
紙
紙
絹

270×528.4

25．0×46.5

128.0×57．0

315×625.0

134.5×525

125.0×64.0

89.5×84．5

103.5×410

128.5×53．0

20.4×25．5

136.6×58.5

123.0×51．0
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館蔵品展Ⅲ

会期中に「上杉鷹山公まつり」が行われ

会期：平成10年9月12日(土)～9月27日（日）

16日間(開館日数12日間）

主催：米沢市立上杉博物館

主管：財団法人米沢上杉文化振興財団

入館料：一般 100円(80円）

学生 60円（45円）

小中生 40円（30円）

※（ ）内は20名以上の団体割引料金

ることから、博物館の展示も上杉鵬山周辺

の資料で構成した。

関連印刷物：

ポスター

展示資料目録(B5版2つ折）

以上、外部注文なし
ー

一心一匹 ■ F－q 一■＝ r F

露
蔵
画

■

館
邸
豚
町
制
令
子
麓
丈
時

肱
舵
Ⅱ
ず
十
面
。

；
》
球
審
－

４

蕊溺 館
蔵
品

川
Ｇ
・
Ａ
ｊ
１

■
ｎ
的
茸
Ａ
呵
艸

特別展示：紙本金地著色洛に'.洛外図

（原本） （国宝）

幸

４

』

ゆ

刊

帆

ご
Ｅ
角

一

寺

一

己

展示場所：展示室

i上 恥粛綱駕喜…“
=I 』急電愚桓､___－ 型鶴蕊鎚． …画"､， “趨建 ．

（市立米沢図書館）
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展示資料目録

紙本金地著色洛中洛外図（原本） （国宝）

紺糸威鉄錆塗二枚胴具足

鉄錆色塗腰紺色糸威二枚胴具足

上杉鵬山座像（鈴木実作）

上杉職l｣｣書「何処得秋霜」

藁科松柏肖像画

細井平洲肖像画

黒井（半四郎）忠寄肖像

莅戸善政書「終日在書案」

神保開室書

三谷三九郎宛竹俣美作書状留

麗之（お豊の方）和歌

お豊の方／寛之助（騰山次男）墓写真

流乢百花譜（米沢善本） （市指定文化財）

かてもの版木（市指定文化財）

成島焼

相良人形

笹野彫

米沢城全景図

鉄砲上覧の図

籍田の図

愛宕山雨乞いの図

12



館蔵品展Ⅳ

－館蔵刀剣と武具一

館蔵刀剣と武具を中心に展示した。寄託

会期：平成10年10月20日(火)～11月3日(火）

13日間(開館日数11日間）

主催二米沢市立上杉博物館

主管：財団法人米沢上杉文化振興財団

入館料：一般 100円(80円）

学生 60円（45円）

小中生 40円（30円）

※（ ）内は20名以上の団体剖引料金

関連印刷物：

ポスター 10枚

展示資料図録(A4版2つ折）

以上、外部注文なし

特別展示：

紙本金地著色洛中洛外図（原本） （国宝）

太刀銘一（号姫鶴一文字） （重要文化財）

太刀銘長船長光（重要美術品）

刀銘兼光

大太刀無銘伝越前来国安

資料借用：

大太刀無銘伝越前来国安（個人蔵）

刀銘兼光（寄託品）

品の鎖や小柄・笄・目貫など刀装具もあわ

せて展示し、美術工芸品としての刀剣、刀

装具を紹介した。

13



展示資料目録

紙本金地著色洛中洛外図（原本） （国宝）

太刀銘一（号姫鶴一文字） （重要文化財）

太刀銘長船長光（重要美術品）

文永-'－－年十月廿五日

刀銘備前国長船住享禄弐年巳丑年兼光作

永禄七年甲子年正月十一日藤原輝虎三寸上之

大太刀無銘伝越前来国安

鉄錆色塗腰紺色糸威二枚胴具足

素懸浅葱糸威五枚胴具足

九曜紋ちらし蜻蛉文様馬具

刀装具

鶏図目貫無銘（野村） 魚唐草透鐙無銘（南蛮）

藤図鐸縁頭銘後藤法橋一乗（花押） 秋草図大小鍵無銘（美機）

海老図縁頭目貫・鐘銘石黒正常 牡丹獅子図大小鐸無銘（伊藤）

漁夫図小柄無銘（水戸江戸） 三国志図大小蝉無銘（藻柄子）

鵺退治図小柄無銘（傍後藤） 合職図大小鐸藻柄子入道宗典製

十字透鐸無銘（紀州貞命） 桐唐草文鐸無銘（正阿弥）

花形透鍾無銘（平安城）

一‐

蝿｡、 罪
〃

唾ｬ己

鴬濃霧量鬮留 鷺…堂注

太刀銘一（号姫鶴一文字）太刀銘長船長光

14



館蔵 ロ叩 展V

先人たちへの鎮魂を込めた「雪灯篭まつ

り」にちなみ、没後区切りの年を迎える米

沢藩ゆかりの先人たちを顕彰した展示とし

た。

人物紹介及び展示資料

直江兼続(1560-1619)没後380年

会期：平成11年2月6日(土)～2月14日(日） 米沢初代藩主上杉景勝の重臣で、関ヶ原の

戦いに破れた後、米沢30万石に移封された

後に米沢藩政の中枢にあたった。白布での

鉄砲の製造や直江石堤など城下を作った。

．直江兼続肖像画

9日間(開館日数8日間）

主催：米沢市立上杉博物館

主管：財団法人米沢上杉文化振興財団

入館料'一般 100円（80円）

学生 60円(45円）

小中生 40円(30円）

※（ ）内は20名以上の団体割引料金

関連印刷物：

ポスター

展示資料目録 外部注文なし

特別展示；紙本金地著色洛中洛外図（複製）

展示場所：展示室

資料の借用：

黒井堰御絵図（市立米沢図書館）

エドワード・スネル宛銃購入契約書

（市立米沢図書館）

火縄銃30匁筒

薬科松柏（1737-1769)没後230年

8代藩主上杉重定の侍医で、後に上杉鵬山

の侍医となる。人格や思想の形成に最も影

響を与えたのは儒者細井平洲と藁科松柏と

いえる。細井平洲を畷山の師に推蛎し、若

き藩主となった騰山の指導を平洲に託した。

藁科松柏肖像画

竹俣美作宛誓詞

上杉鷹山木彫（鈴木実作）
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黒井忠寄(1747-1799)没後200年 上杉斉恵（1820-1889）没後110年

幼少から数学が得意で、勘定頭になると赤

字の実態を調査し、寛政元年（1789）より

金蔵の特別管理を任された。また、最上川

の水をせきあげて「黒井堰」を開き、水利

事業に大きく貢献した。

・黒井（半四郎）忠寄肖像画

黒井堰御絵図

（市立米沢図書館蔵）

・黒井堰落成の図（狩野文信筆）

11代藩主斉定の長男で12代藩主となる。明

治元年(1868)正月の鳥羽・伏見の戦によ

り、奥羽越列藩同盟を組織し、会津藩を助

けて政府軍と戦った。降伏した米沢藩は、

率先した謝罪により所領四万石の削封と藩

主斉憲の隠居という比較的軽いものであっ

た。江戸末期の激動の時代を生きた米沢藩

主である。

、上杉斉憲肖像写真

エドワードスネル宛銃購入契約書

六連発銃（スネル関連銃）

大名行列図

（「国政改革前江府参勤行列」）

上杉斉定（1788-1839）没後160年

11代藩主で､重定の孫として米沢に生まれ、

治広の養子となった。少年時代、臘山の元

で育った。越後街道の改修、飯豊山の穴堰

の完成、借財の返済など、縢山の政治を継

承した。

・上杉家歴代藩主像

・上杉家文書（重要文化財）

（文政五年）五月上杉斉定自筆書状

その他

・初入部の図（狩野文信筆）

・愛宕山雨乞いの図

（狩野文信筆）

、機織の図（狩野文信筆）
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2．新博物館準備事業

(1)上杉家文書資料集作成作業

l赤箪笥(坤）に収蔵されている近世文書“点を米沢古文書研究会に委託し解読した。

2平成7．8年度に解読された部分をワープロ化し整理を行った。

3修復以前の上杉家文書の記録として、新潟県史作成時のマイクロフイルム（新潟県

立文書館所蔵）のデユープを作成した。

(2)古文書の謄写本化

l 上杉家文書について修復時に作られたマイクロフイルムの不備な部分を再撮影し

た。

2修復後の上杉家文書の確認作業を、赤箪笥（坤）／両掛入文書／精撰古案両掛入文

書／歴代知行判物並領地目録／歴代官物文書類について行った。

3上杉家文書の赤箪笥（乾） （坤）の謄写本を作成し、その他の文書群についてはマイ

クロフイルムリーダーからのプリントアップ、確認作業、製本依頼をおこなった。

(3)資料調査事業

l 館蔵資料のうち書跡や古文書の一部について解読、要約を行った。

2上杉氏関係資料について情報の確認を行った。 （甲冑、刀剣等）

(4)展示準備事業

1 平成13年度開館記念展

「(仮）上杉家の名宝」準備作業

展覧会の方向性について教育委員会と協議を行い、展示候補となる資料の情報収集

を行っている。

2平成14年度展覧会準備作業

平成10年度までに調査が進んでいるものは（仮）「狩野永徳｣展（福岡市美術館と共

同調査）のみである。進捗状況を下記に示す。

・文化庁美術工芸課を訪ね、本展覧会の企画内容、出品希望作,鼎,などについて相

談、指導を仰ぐ。

・海外からの出品希望作品についての検討。

・海外出品希望作品調査（現状の把握、実際に今回の展覧会に必要であるのか、

出品の可能性はあるのかなど）

アメリカ国内5館を訪問
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(5) 館蔵資料（二次資料含）整理・保存作業

収蔵庫清掃､資料包み直し､防虫剤交換などの例年の作業に加えて以下の作業を行っ

た。

収蔵庫・蔵の煉蒸作業

平成10年7月131ﾖから16日まで収蔵庫、蔵B棟の燥蒸作業を行った。処理

後の効果判定では､燥蒸処理後の殺虫剤卵用テストサンプルを、温度27℃、

湿度70～100%RHの環境条件で14日間保持したが、成虫、蝿、幼虫の生

存はなく、虫卵の孵化も認められなかった。

く燥蒸内容＞

施工業者：関東港業株式会社文化財保存対策事業部

指 導：財団法人文化財虫害研究所

煉蒸方法：エキボンによる24時間密閉懐蒸

椿貞雄油絵「渓流」の修理（支持体の補強）

宮島詠士書額仕立直し

風巻清左衛門宛上杉景勝書状 表装仕立直し

上杉購山書軸修理、裂け目修理

・上杉斉憲書軸新調

・神保蘭室書軸修理

・春・秋の刀剣手入れ

(6)資料台帳整備作業

本年度は昨年度までの作業に加えて、収蔵品管理のデータベースを構築し、入力を

開始した。

全資料（昆虫標本除く）7,600点について平成10年度までに完了した作業

・資料受入簿記入完了 7000点

資料カード記入完了 7,000点

受入資料整理カード記入完了 一部

･35mm写真撮影完了 6,900点

、採寸作業完了 6,900点

・集積情報のデータベース入力 400点

(7) 図書資料分類・整理作業

本年度は昨年までの作業に加えて、収蔵図替のデータベースを構築し、入力を開始

した。

全蔵書10,500冊について平成10年度までに完了した作業

・図書原簿記入 10,500冊

・記述ユニツトカード作成・ラベリングを完了 10,000冊

・書誌データ（件名、つづきカード分除く）入力完了 6,310冊

・登録番号重複の修正完了 7,000冊
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(8)新博物館展示設計業務

新博物館の概要設計、詳細設計書の作成にかかわる展示、情報、建築設備について

の資料調査、資料提出、諸会議等を行った。

展示設計作業担当者は、展示を構成するための資料調査、展示設計業者（乃村工藝

社）との打合せ(グラフィック、映像、造形を含む)、業者への資料提供等を行っている。

右ページの展示資料のカードは、展示を椛成する素材として業者に提供したものの

例あるが、これは地域の情報発信の基礎として情報コーナーでも利用できるものと考

えられ、継続して少しずつ増やしている。下記の見開きファイルは、展示に利用する

ことが決まった「享和二年松11I1I1城（米沢城）蝶図」で内容の具体的調査を行ったもの

である。展示候補となる資料についての詳細調査、研究を続けている。

情報、建築設備設計担当学芸員は、館全体の情報システムについて設計業者（乃村

工藝社）との打合せ、業者への資料提出、博物館の資料台帳整備作業と連動した収蔵

品管理システム構築の提案等を行った。また諸室ついての設えや必要備品等を検討し

提案している。企画展示室の設えと展示ケースの設計も含まれる。

それぞれが分野ごとの会議や全体会議（米沢市教育委員会文化課、米沢市企画調整

課、業者、内容によっては山形県)、勉強会（全体会談メンバーと博物館建設指導者）

等での説明を行った。

霧
尋’
ず可。
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展示資料カード記入例 （全345件）

展示資料カー ド

コーナ-%'r鈴ゾhか一睡鼎

‘驚簿高 |“’員数資料名弥 ろ白j双

諸謡
|⑬． ｜形態’
よこ 高 重迂

”敬ら×
商

指
一
法

豹尺-極上御嵩物俸
穎良"-''"'-iL-'3
-7j"スFAX〃汚一晶又一カクヌ

〒97歳一’"命異

TEL〃おF一期

所蔵者等

｜ ’

I~､

寄託先輔 な し

条件尋

写 真ICPCN, 館蔵,新撮･借用

騨蕊鍵騨
l:工捧4打司桝息乏←式
侭r掴手姉旨ら蛾難Tlえ
i御ljの奉狸報も駒･言fj

繊淵燕辮
n脚を0層糺ﾛﾙ眠摘ｬ可略1
tに鈴酬W'てI畑才れろW
汀8材鯉郡腫迩ｸ膿ﾚﾙくり

メ モ

財団法人米沢_上杉文化撮奥財団獅誕…鍵j異L･[｡｡＄

展示資料カー ド

コーーナー ン一彦／

|"’員数
剖桝 て

垂延雇'典一資料姑称

｜
定
丑

ヤ史跡｜原複 ｜形態｜
樟1駒淨(空)＝禰迅 蒋 亙赴

旨"嘩× 9帆 ×2銅

措
法

所意者等

Ｉ

｜
Ｔ
犯 FAX

寄託先輔

条件尋

館蔵･新撮･借用真
モ

ー
守
心
メ

CP・CN

》

〔融上
千ザ

鯵､土也

畠規識リ
繕観蕩簾驍蕊箭
戯下町の雨寸<ビヰろ慰似
野l＃､lｵろ一万‘*翠刃溌下君
哩ぅ窪毛洪)と記士寺電穎

い7号
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4．収 集

（1）受入資料

受入

種類

寸法(cm)

縦×横×高さ
資 件数 点数分類 料 名

献
跡
文
書
竹股美作写世界地図

上杉麿山書（宿昔青雲志）

寄贈

寄贈

31．8×71.3

外寸190､9×134.9

本紙39.4×26.7

高57.5×横17.8

台座18.3×18.3×2.4

1

2

１
１

１
１

桜井祐一ブロンズ像「青春」彫刻 寄11M
J）

0 1 1

羽前米沢松I1111公園上杉神社之図

引札生そば・恵比寿・大黒千両籠

引札子供の西洋楽器楽団

引札大日本全國金満家長者鑑

引札兵隊と暦

引札美人と暦

短冊下条桂谷

さとのしるべ櫻井敬長著

米沢土産

文献 購入

購入

購入

職入

職入

購入

職入

職入

購入

38．4×103．3

75．0×25．8

747×25．7

50．0×36．8

37．3×51．0

25．6×36．9

363×6．0

25．4×17．4

39．2×157.2

袋200×131

260×372

76．7×52．8

79．4×53．3

773×352

79．3×53．0

76．6×25．6

25．9×373

75．7×515

54．7×78．8

封19.5×14､0

26．0×37．3

46．2×63．2

53．5×38．0

37．6×26．1

52．6×325

510×37.0

39．5×52．8

245×33．0

37．6×51．6

４
５
６
７
８
９
叩
ｕ
胆

１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１

引札胃活

ポスター小松スキー場

ポスター菊花品評会

ボスター米沢自動車株式会社

ポスター米沢自動車株式会社

ポスター第一回山形県少年野球大会

引札恵比寿・大黒

引札汽車と旗場

信州川中島古戦場の図

13

14

15

16

17

18

19

20

21

聯入

職入

購入

聯入

購入

鱗入

職入

職入

購入

１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１

引札蒸気船と暦

錦絵三山総絵図

引札蔦漆器製造

引札しめなわ

引札暦

引札暦

米沢ヒロイン会広告

米沢市湯沢屋洋物太物店広告

引札牛乳搾取ミルククリーム

22

23

24

25

26

27

28

29

30

購入

購入

朧入

職入

購入

職入

職入

職入

職入

１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１

絵画

文献

バター

31 1絵画｜武者絵（附：木村東介寄!!憎の言） 1 1371移僧

2］



’

Ｉ

2上杉騰山書（宿昔青雲志） （右）

3桜井祐一ブロンズ像「青春」（左）

園
…謹嬰 z二 【一帝△ ロ

11 さとのしるべ櫻井敬長著

に

＋嫡

撫
耐騨監

ザ
ノ
郷
》
『
’
二
申

…
ユ ⑨

２
．
言
品
、
Ｉ

Ｒ
軒
凡
Ｆ
４
ｆ
Ｆ
ｑ

上

杉

識
溌
識
億

鐸
『
〃
Ｉ
ｊ
ハ
ノ
ふ
ヨ
ヴ識鰻

鋤
甥甥

月邨詠

：
＃
劣
勢
罫
引

畑

I岬
1

鞭
ひ

禄禄 寂

淘

31武者絵 「太平記英勇傳」

上杉不議院謙信（一惠齋芳幾箪） 武田大膳大夫晴信入道信玄（朝霞楼芳幾画）
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(2)収蔵資料数

平成7年度より資料分類・整理の方法が改定され、収蔵資料の再確認が行われた。

平成11年3月31日までに確認済みの件・点数、及び収蔵資料合計を下記に掲載する。

平成11年3月31日現在

‐ 計平成10年度IIX蔵資料数 合

点数 件数 点数件数類大 分

集 36総 36

(文献）内容を重視するもの 5,618 6,87527 27

文
献

人
文
系

技術や筆者を重視するもの （書跡） 180 2161 1

伝
世
資
料

用途を重視するもの （民具その他） 2 15 687 1,368
有
形

工
芸
品

の

技術を重視するもの （美術工芸品）博
物
館
盗
料

51 103

の

絵画 （技術を亜視するものを主とする） 43(） 5962 138

資
料

彫刻 （技術を重視するものを主とする） 15 151 1

埋 蔵 発 掘 資 料

這跡 （記念物、建造物を含む）

蕪 形 の 資 料

計

自然系の博物館資料

33 7､017182 9,209

1,488 13,400

合 計 33 182 8,505 22,609
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5．博物館実習

-B班一

期 間 9月9日～9月15日
本館では､各大学の学芸員資格取得者のため、

博物館実習生を受け入れている。

本年度はA班、B班、C班の3班に分かれ、

各3名ずつで実習を行った。実習内容を紹介し

たい。なお、本年度は文化課との協力で埋蔵文

化財での実習も各2日間行った。

氏
倉
部
原

名

麻里

美智子

由紀子

大 学

女子美術大学

米沢女子短期大学

米沢女子短期大学

石
安
藤

博物館実習計画

実習

遺物整理

遺物整理

内容

(考古）

(考古）

実習項目

資料整理保存

資料整理保存崖
l

博物館概説

博物館業務説明

資料展示・取扱い

博物館管理

一一一一一一一一一一一

資料展示

9／11

資料調壷

博物館経営

資料整理保存

境内石碑訓在

受付ガイダンス受付

昆虫標本盤理

9/12

資料調恋9／13 1境内石碑訓在
-A班一

期間 9月1日～9月8日

環境管理機材の取扱い

実習総括
資料管理9／15

氏 名

垣樹佳

村麻美

谷裕子

大 学

東北芸術工科大学

米沢女子短期大学

米沢女子短期大学

-C班一

期間 9月16日～9月22日板
木
熊

大 学

米沢女子短期大学

米沢女子短期大学

米沢女子短期大学

名
慶
智
麻

氏
浜
藤
本

浦
佐
山

子
美
子

博物館実習計画

実習内容 ｜ 実習項目 ’L塁貿旦

．'叩物館管理
一 一一一一一一■■ー

資料整理・保存

博物館概説

艸物館業務説|Ⅲ

保管庫、蔵整理

9/1
博物館実習計画

実習項目 ｜
資料整理・保存

露匪証~葆詞

峠
一
”
｜
函

日
６
７
１
１

習
／
／

実
９
９

実習

遺物整理

遺物整理

資料調査
一

盗料整理

境内石碑調査

昆虫標本整理

唯
一
蝿

資料調査
一一■■一一．■■ーーー一

資料管理

台帳整備

環境管理機材の取扱い

椰物館実習総括

博物館概説

博物館業務説明

蔵整理消掃

9／4 博物館管理

一一一一■■－-一一ー一一

資料整理保存

9／18

資料整理･保存｜
資料整理･保存’

遺物整理

遺物整理

１
１
古
古
考
考
く
く

再
Ｉ
口
○

９
’
９

資料調査

博物館経営

資料整理・保存

境内石碑調盗

受付ガイダンス・受付

昆虫標本整理

受付

昆虫標本整理

境内石碑調森

環境管理機材の取扱い

実習総括

9/19

博物館経営

資料整理・保存
9／20

資料調査
■■ー一一一一一q■■ーーー

資料管理
9／22
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入館利用状況

1．利用状況

各種展覧会入館者・入館料集計表

団体
小中生

合計その他団体一般 団体学生小中生一般 学生展覧会名 会期会期 日数

人
1 ,718

5 5,55025 0 03294734月25日
～

5月5日

4月25日
～

5月5日

館蔵品展
I

10日
円

471,8"
0 0 515,3402,000 028,380 13.160

人
2,411

3,0520 0 14227 380 208月8日
～

8月16日

8月8日
～

8月16日

館蔵品展
l l

8日
円

241,100
271,5201,600 0 013,620 15.200 0

人

l,614
2,10679 78 310 0 14 1l9月12日

～

9月27日

9月12日
～

9月27日

館蔵品展
11l

12日
円

161,400
420 194,4803,120 24.80() 0 (）1,740

人

2.684
0 1 3．08776 78 248 010月20日

～

11月3日

10月20日
～

11月3日

館蔵品展
Ⅳ

13H
円

268,400
3,120 0 295,9204,560 19,840 0 0

人
590

0 0 6402月6日
～

2月14日

2月6日
～

2月14日

14 32 0 4
館蔵品展
V

8日
円

59,000
1,280 0 61,120840 0 0 0

人

12,017
869 897 603 0 14 35 14，435

合 計計 51日
円

1,201700
35,88052,140 48.240 420 0 1,338,3800

月別入館者数

別
一
月
一
月
一
月
一
月
一
月
一
月
一
月
一
月
月
一
月
一
月
一
月
一
一
計

’
５
０
０
路
退
ｎ
ｌ
２
０
０
ｌ
８
０
副

数
５
日館開月

－
４
’
５
６
－
７
－
８
－
９
－
型
加
里
１
’
２
’
３
－
一
合

栽
唖
郷
－
０
’
０
｜
麺
一
皿
秘
蹄
－
０
’
０
卸
－
０
｜
｜
”

霊
一
切
一
“
’
０
’
０
｜
野
一
沌
記
肥
一
Ｏ
ｌ
０
ｕ
－
０
ｌ
知

惟
一
仙
郷
０
’
０
｜
卸
一
汚
一
啄
一
釘
０
’
０
｜
認
－
０
｜
｜
”

》
’
０
｜
妬
－
０
０
加
汕
一
恋
一
銘
－
０
０
’
０
０
畑

生
０
０
０
０
０
４
０
０
０
０
０
０
４

中
１
１

１４体団生
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

学体団 鈍
一
Ｏ
ｌ
５
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
Ｍ
ｌ
ｎ
ｌ
９
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
０
４
ｌ
０
ｌ
ｌ
弱

諦
一
唖
一
癖
－
０
’
０
｜
岬
一
秘
一
秘
一
顧
－
０
’
０
卸
－
０
｜
峠

年度別入館者数・開館日数。 1日平均入館者数

》
｜
坐
聖
》
｜
塞
雲
》
｜
坐
州
一
唖
崎

》
一
》
琴
一
奔
一
鐸
一
群
一
群
一
檸
鐸
一
蜂
一
唾

》
一
翠
畑
郡
獅
一
迦
如
鯉
哩
趣
一
劃

1日平均
88．6
143.0

98．2

133.9

155.0

129.0

181.8

100.5

123.5

283.0
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2． 利用案内

○開館時間

午前9時～午後5時(但し､入館は午後4時30分まで）

毎週火曜日:館内盤理日午前911寺～午後4時(但し､入館は午後3時30分まで）

○入館料

摘 要

20歳以上の者

一般及び児童･生徒を除く者

小学校及び中学校の児童又は生徒

区 分

股

学 生

児童・生徒

般

学 生

児厳・生徒

金 額

100円

60円

40円

80円

45円

30円

団
体

20人以上の場合に限る

備考：期間を定めて特別の展示をする場合は、市長が別に定める額とする。

○休館日

毎週月暇日・年末年始(12H29日～1月3日) ･祝祭日の翌日館内盤理期lll」

平成11年度特別展※但し、平成13年秋の新博物館開館に向けての準備作業のため、

（4月25日～5月5日）以降は休館とさせていただきます。
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組織・名簿

組 織
｜
館 長（兼務)H市立上杉博物館協議会’’

財団法人米沢上杉文化振
理事会理事長

副理事長

常務理事

理 事

’
事務局事務局長

事務局員

学芸員

|職員 （兼務) ’

米沢市立上杉博物館協議会委員（平成10年7月1日～平成12年6月30日) (敬称略）

吉田美智子 米沢市小学校長会代表 （平成11年3月現在）

田畑 責 米沢市中学校長会代表

巻 久 米沢市高等学校長会代表

大宰保子 米沢市社会教育委員

栗林金郎 （財)米沢上杉文化振興財団副理事長

石栗正人 米沢市文化財保護委員会委員長

木村勇一 学識経験者

上杉虎雄 学樅経験者

中條淳子 学識経験者

菊池伸之 学識経験者

鈴木 仁 学識経験者

黒田信介 学識経験者

′佐藤美保子 学識経験者

鳥海隼夫 学識経験者

山村 糖 学識経験者

1

(根拠法令等）

1 .博物館法第20条～第22条（博物館協議会）

2．教育委員会が任命

3．米沢市博物館の設置及び管理に関する条例第16条により定数15名、任期は2年

（参考）委員は、学校教育及び社会教育の関係者並びに学識経験のある者。

（職務）一博物館法第20条第2項一

博物館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、館長に対して意見を述べる。
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2．財団法人米沢上杉文化振興財団

本館の管理を委託していた社団法人上杉博物館が平成2年3月に解体し、かわって財団法人上

杉文化振興財団が平成2年3月22日設立され、米沢市立上杉|#物館の管理運営を財団に委託する

こととなった。

この財団は、平成元年、上杉家16代当主隆憲氏より、重要文化財「上杉家文瞥」・重要文化財

（現在は国宝）「紙本金地著色洛中洛外図」・県指定文化財「紙本著色厩図」・重要美術品「太刀銘

長船長光附打刀捕」の4件が米沢市に寄贈されたことを機として設立されたものであり、地域文

化の振興を図るため、歴史文化に関する調査研究及び美術品の公開展示などの地域社会のより

豊かな文化生活に寄与することを目的としている。

(平成11年3月現在) (敬称略) (五十音順）役 員

名誉会長

顧 問

理事長

副理事長

常務理事

理 事

上杉邦憲

商橘幸翁

青木厚一

栗林金郎

小関薫

上杉敏子

上杉虎雄

石栗正人

黒金義一

長岡正

赤木伊勢吉

小ﾘゲ 榮

小林勇

須貝 力

水無瀬正一

鳥海茂太

平田栞

中川 勝

石塚忠夫

山中絢子

荒井政二郎

九里茂三

僻 初枝

上杉隆治

相田 實

加藤裕子

小嶋棚左衛門

横山一郎

井形朝良

上泉治

佐藤美保子

長尾和彦

黄木サダ

筧
相
北
庄

統子

吉助

二郎

淳

上杉裕憲

大乗寺健

遠藤英明

小口 亘

松田俊春

荒井信雄

勝見吾助

桜井三男

高橋素子

山岸才一

保坂忠士

村岡孝助

田
目
司

沖田良夫

小泉溥瑛

塩川勝彦

松野良寅

齋藤春美

遠鵬締一郎

菊池伸之

清水澄

新田秀次

木村勇一

評識員

事 安部紀子監

事務局

事務局長

事務局員

嶋貰雄次

角屋由美子（学芸員） 花田美穂（学芸員） 生熊郁子

米沢市立上杉博物館（平成10年4月1日現在）

館長(兼務） 小杉基 米沢市教育委員会文化課

職員(兼務） 小林伸一 〃

〃 〃 山本卯 〃

平lill洋子〃 〃 〃

嘱託職員 佐藤裕子 〃

3

課長

課長補佐

文化財係長

文化財係主査

学芸員補
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